
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 島根労働局では、「令和３年度島根労働局安全衛生労使専門家会議」を開催しました。 

 本年度の会議は、「高年齢労働者の労働災害と転倒災害の防止」をテーマとし、エイジフ

レンドリーガイドラインや STOP！転倒災害プロジェクト、事業場の取組として、社会福祉法

人仁摩福祉会しおさい様の取組を説明していただき、出席６名の委員により意見交換を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根労働局 

安全衛生労使専門家会議 

令和４年１月１９日（水） 

テクノアークしまね 

【社会福祉法人 仁摩福祉会 しおさい 様の取組】 

 平成 25年度から 27年度に、休業を伴う腰痛災害が多発したことをきっかけとして、労働安全コン

サルタントの安全衛生診断を受けられ、安全衛生事務局の設置、４Ｓ、腰痛健康診断、見える化など

の取組を進めるほか、介護ロボットの導入や健康管理アプリの導入などを図り、着実に労働災害が減

少し、安全で安心して働くことができる職場づくりがなされています。 

【まとめ】 

 委員からは、労働災害をもっと詳細に分析することにより、より具体的な対策を事業場に指導する

こと、労働者個人の運動機能向上のための取組が必要であること、職場の環境改善の必要性などの意

見をいただき、ご意見を参考とし、今後の行政施策や指導の際に反映することとしました。 


